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『同志社社会学研究』編集規定

【1】本研究誌は同志社社会学研究学会の機関紙として社会学の研鑽に寄与し、また会員相互の研究交流
に資することを目的とする。

【2】掲載内容は以下のものとする（枚数：400字）
研究論文（40～60枚）
研究ノート（20～30枚）
書評
その他

【3】編集委員は本学社会学科教員、同院生、同修了・卒業生の代表により構成される。専門委員は本学
社会学科教員より構成される。

【4】投稿者は本学社会学科教員、同院生、同修了・卒業生とする。
【5】原稿は書籍、学術雑誌に未発表のものに限る。掲載の可否は、専門委員の審査の結果を受け、最終

的に編集委員が行う。
【6】原稿の締め切りは 12月末、発行は 3月とする。投稿者は 10月末までに専門委員 1名に草稿を送付

するとともに投稿の意思を伝え、12月末までに当該専門委員に最終原稿を送付しなくてはならな
い。

【7】執筆要領
横書き、口語常体、完成原稿で提出。註や参照文献の書式は日本社会学会機関誌『社会学評論』に
準じ、論文の最後に別々にまとめる。詳しい執筆要領は別に定める。

【8】提出原稿の形式
原稿には日本語と英文タイトルをつけ、ハードコピー（40字×40行）と電子媒体で提出すること。

【9】執筆者の原稿は、同志社大学ホームページ上の「同志社大学学術リポジトリ」上に公開することを
原則とする。

【付記】
その他の事項については、社会学の研究誌としての性格に鑑み、編集委員会が対応する。

（2009. 7. 26 改正）



�研究室だより�

2019年度の秋学期より、新しいスタッフとして、一昨年度に退職された森川眞喜雄先生の後任とし
て、一橋大学から森千香子先生をお迎えしました。森先生は、これまで、パリやニューヨークをフィール
ドにしつつ、多文化・多民族都市における共生の課題をテーマとする研究に取り組み、多くの業績を生み
出してこられました。大学院では、「比較社会学研究」を担当される予定です。パワフルな仲間が増え
て、心強い限りです。皆で支え合って、これからの同志社の社会学研究・教育を盛り立てていきたいと思
います。
私自身は、同志社大学に着任して二年が経ちましたが、スタッフ全員と院生たちの交流の機会がたびた
びあることや、OB、OG たちの間に温かな関係がしっかりと引き継がれているところに、特色があると
感じております。2020年 3月末時点で、コロナウィルス問題で揺れておりますが、早々に収束し、夏の
同志社大学社会学研究学会が盛会となることを願ってやみません。
本号は、研究論文 2本、セミナー 2本という構成になります。今後とも活発に投稿をいただきますよ
う、お願い申し上げます。

（轡田竜蔵）
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